











基礎工学研究科 北 岡 良 雄
第23回 低温物理学国際会議i(LT23)が 本年.8月20 .日一27日 に広 島国際.会議場 で開催 された。 ご
記憶の方 もお られるか と思、うが、 日本 で開催 された前 回のLT18/京 都(1987)は 、高温超伝導現
象が発見 された直後 に開催 された。あれか ら丁度ユ『年が経過 している。当時.、.LT(ρウ.ッドス トッ
ク と言 われるほど、異様 な雰囲気での会議 となった..のを鮮明 に記憶 している。光陰矢のご としであ
る。由緒 ある磁気物理国際会議(ICM)と 並んで、LTは わが国の研究者が大い に貢献 している物
性物理学分野 における主要 な国際会議 のひとつである。今 回も参加者は120Q名 に上 り、大変内容の
充実 したものであった。低温セ ンターだよ りのほ とんどの読者諸兄は、参加 された と推察する.が～最




















































































































































本 来 な ら、 会議 の 目玉 とな るは ず で あ った、FET一 超 伝 導 関連 の講 演 が取 り消 され たの は残 念 で
あ った。 そ の代 りに、 さ まざ まな うわ さが飛 び交 い 、 ロ ビーで の会話 は大 変 に活発!、 で ほ とん ど
の研 究者 が 「ほ っ と」 した よ うな?本 当 で あ って欲 しか っ た よ うな?複 雑 な後 味 の悪 さ を感 じてい
る よ うに思 え たの は、 筆 者 だ け で は、 な か っ た よ うであ った。 面 白か った の は、 「どの 時点 で あ
や しい」 と思 ったか につ い ℃、各 研 究 者 そ れ な りの理 由 づ けが あ り、筆 者 は 、 「な る ほ ど」 と感 心
した り、 こん な こ とが話 題 にな る とは、情 け ない と思 った りした。 いず れ にせ よ この会 議 で この醜
聞 を忘 れ る こ とに した。
さて、会 議 は よ く組 織 され、 プロ グ ラム も内容 も充 実 した もの であ った。 そ の ため に、広 島 を楽
しむ時 間 が な く大 変 に タ イ トで あ った との声 も聞 い た。 内容 につ い て は、 プ ロ シー デ ィ ン グが
PhysicaB,Cで 出版 され るの で詳 し くは、そ れ らを参 考 に して頂 きたい。筆 者 に関連 した分野 で は 、
「M・g・・ti・0・der&S・per・ ・nd・・ti・ity
、 や ・U。,。nv,。ti。。1'S。perc。nd。,ti。ity、 な どの セ 。シ ョ
ンで 「磁 性 と超伝 導 の共存 」 や 「四重 極 自由度 の ゆ らぎに 関連 した新 しい タイ プの超伝 導 」 な どの
講 演 の纏 ま った話 を聞 くこ とがで き、 面 白か った。 また、 高 温超伝 導 の理論 に関 して、 な るほ どと
感 じた もの はLaughlinが 提 案 した低 ドー フ.域の 超伝 導 と磁 気 異常 を記 述 す る波動 関 数 の ア イデ ア
あ る。2次 元系 のモ ッ ト絶縁 体 あ るい は、低 ドー プ領 域 の 基底状 態(真 空)はd波 超 伝 導 で あ る と
して、 同一 サ イ トに同時 に、擬粒 子 が存 在 す る確 立 を完 全 に排 除せ ず 、パ ラメ ー ター と し、 その よ
うな状 態 を投影(project)す る波 動 関数 を構 築 した。
また、そ れ を厳 密 な固有 関数 とす るハ ミル トニ ア ン を調べ た。そ の結 果 、低 ドー プ域 の超 伝 導 は、
超 伝 導 密 度 が薄 く蜘 蛛 の巣 の よ うに ネ ッ トワー ク で結 合 した"GossαmerSα ρerooηdαc'o〆'で
あ る と提 案 した。 理 論 的 に妥 当 な出発 点 とな るの か どうか は、今 後 の課 題 で あ る と思 われ る。が、
強 相 関 か らの理論 的 アプ ロー チで 、 同一 サ イ トで の2重 占有 を完 全 に排 除す る近似 で は、 銅酸 化物
高 温超 伝導 体 の相 図 を統 合 的 に理解 す る こ とが難 しい と感 じてい た筆 者 に は、 この モ デ ルは新 鮮 で
あ った。興味 の あ る読者 は、 プ レプ リ トサ ーバ ー に論 文 が公 表(Cond-mat/020926911Sep2002)
され てい るの で、 そ ち らを参 考 に して頂 きた い。
個人 的な印象であるが、超伝 導 と高温超伝導の国際今議 であるM2Sよ り!よ、面 白い と感 じた。
これは、わが国における超伝導研究の レベルの高 さによるものであるとの印象 を もったのは、筆者
だけではなかったようである。
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